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北
朝
鮮
の
核
施
設
の
廃
棄
式
典
に
お
い
て
日
本
が
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
理
由
に
関
す
る
質
問
主
意
書

朝
鮮
中
央
通
信
の
報
じ
る
と
こ
ろ
で
は
、
北
朝
鮮
外
務
省
は
五
月
十
二
日
に
広
報
を
発
表
し
、
北
東
部
の
咸
鏡
北
道
・
豊
渓

里
の
核
実
験
場
を
廃
棄
す
る
式
典
を
同
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
の
間
に
気
象
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
行
う
予
定
だ
と
発
表

し
た
。

核
実
験
場
の
廃
棄
に
つ
い
て
「
実
験
場
の
全
て
の
坑
道
を
爆
破
す
る
方
法
で
崩
落
さ
せ
、
入
り
口
を
完
全
に
閉
鎖
し
た
後
、

地
上
の
全
て
の
観
測
設
備
、
研
究
所
、
警
備
区
分
隊
の
建
物
を
撤
去
す
る
方
式
で
順
次
進
め
ら
れ
る
」
と
説
明
し
、
核
実
験
場

の
廃
棄
と
同
時
に
警
備
員
と
研
究
員
を
撤
収
さ
せ
、
実
験
場
周
辺
を
完
全
に
閉
鎖
す
る
方
針
も
示
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
核
実
験
場
廃
棄
の
透
明
性
を
示
す
た
め
、
「
国
内
の
報
道
機
関
は
も
ち
ろ
ん
国
際
記
者
団
の
現
地
で
の
取
材
活
動
を

許
可
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
表
明
し
、
核
実
験
場
が
狭
い
た
め
国
際
記
者
団
は
中
国
、
ロ
シ
ア
、
米
国
、
英
国
、
韓
国
の
記
者

に
限
定
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
核
実
験
場
ま
で
の
移
動
の
た
め
特
別
専
用
列
車
を
編
成
し
、
記
者
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
便
宜
を
図
る
こ
と
も
併
せ
て
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
対
応
は
、
四
月
二
十
七
日
に
板
門
店
で
行
わ
れ
た
南
北
首
脳
会
談
で
北
朝
鮮
の
金
正
恩
委
員
長
が
北
朝
鮮
北
部
の

核
実
験
場
を
五
月
中
に
閉
鎖
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
、
そ
の
際
、
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
韓
米
の
専
門
家

一



や
メ
デ
ィ
ア
を
招
く
意
向
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
核
施
設
を
廃
棄
す
る
式
典
は
、
ア
メ
リ
カ
の
求
め
て
い
る
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
思
料

す
る
。
す
な
わ
ち
完
全
（com

plete

）
か
つ
検
証
可
能
（verifiable

）
で
、
不
可
逆
的
（irreversible

）
な
核
廃
棄

（denuclearization

）
に
応
じ
る
一
歩
で
、
国
際
記
者
団
は
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
た
め
の
立
会
人
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
こ
れ
を
受
け
て
、
五
月
十
三
日
（
日
本
時
間
）
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で“N

orth
K

orea
has

announced
that

they
w

ill
dism

antle
N

uclear
T

est
Site

this
m

onth,
ahead

of
the

big
Sum

m
it

M
eeting

on
June

１２
th.

T
hank

you,
a

very
sm

art
and

gracious
gesture!”

（
北
朝
鮮
は
六
月
十
二
日
の
首
脳
会
談
に
先
立
ち
、
核
実
験
場

を
解
体
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
と
て
も
賢
明
で
礼
儀
正
し
い
姿
勢
だ
）
と
発
言
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

朝
鮮
中
央
通
信
の
報
道
で
は
、
招
待
さ
れ
る
国
際
記
者
団
は
中
国
、
ロ
シ
ア
、
米
国
、
英
国
、
韓
国
の
記
者
と
限
定
さ
れ

て
い
る
が
、
日
本
の
記
者
の
招
待
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

一
に
関
連
し
て
、
今
回
の
朝
鮮
中
央
通
信
の
発
表
で
は
、
日
本
の
記
者
は
排
除
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

二



の
「
蚊
帳
の
外
」
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
安
倍
総
理
は
南
北
首
脳
会
談
を
受
け
て
の
記
者
会
見
で
、
「
共
同
宣

言
で
は
韓
国
と
北
朝
鮮
、
米
国
、
中
国
で
会
談
を
進
め
る
と
い
う
話
も
あ
り
、
日
本
が
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
る
懸
念
は
な
い

か
」
と
の
問
い
に
、
「
そ
れ
は
全
く
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
も
の
の
、
か
か
る
日
本
の
記
者
の
排
除
は
日
本
政
府
を
「
蚊

帳
の
外
」
に
置
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

政
府
は
今
次
の
朝
鮮
中
央
通
信
の
報
道
を
受
け
、
北
朝
鮮
の
豊
渓
里
の
核
実
験
場
を
廃
棄
す
る
式
典
に
日
本
の
記
者
を
立

ち
会
わ
せ
る
よ
う
に
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

安
倍
総
理
は
、
常
々
、
北
朝
鮮
の
「
一
連
の
動
き
が
核
、
大
量
破
壊
兵
器
、
ミ
サ
イ
ル
の
完
全
、
検
証
可
能
、
不
可
逆
的

な
廃
棄
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
を
注
視
し
て
い
き
た
い
」
、
「
北
朝
鮮
が
非
核
化
に
向
け
て
具
体
的
な
行
動
を
取
る
ま
で
最

大
限
の
圧
力
を
維
持
す
る
基
本
方
針
に
従
い
、
米
韓
と
連
携
す
る
」
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
の
豊
渓
里
の
核
実

験
場
を
廃
棄
す
る
式
典
に
日
本
の
記
者
や
専
門
家
が
招
か
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
不
可
逆
的
で
あ
る
か
否
か
の
判
断

は
他
国
の
記
者
や
専
門
家
か
ら
の
伝
聞
に
よ
り
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、
日
本
政
府
は
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

の
「
蚊
帳
の
外
」
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

朝
鮮
中
央
通
信
の
報
道
で
は
、
招
待
さ
れ
る
国
際
記
者
団
は
中
国
、
ロ
シ
ア
、
米
国
、
英
国
、
韓
国
の
記
者
と
限
定
さ
れ

三



て
い
る
が
、
か
つ
て
の
六
か
国
協
議
の
参
加
国
で
は
日
本
の
み
が
外
れ
、
他
方
、
英
国
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
ど
の
よ
う
な

理
由
で
日
本
が
外
さ
れ
、
さ
ら
に
は
英
国
が
入
っ
た
と
考
え
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


